
18 りぶ・らぶ・あにまるず  神戸アニマルケア国際会議 2012

　神戸アニマルケア国際会議も第 2回目を迎えました。
今回は東日本大震災に津波というとてつもない自然災害
に襲われ、さらにその上に、原子力発電所事故という今
までに経験したことのない災害が覆いかぶさって、いま
だに先行きが見えない中、人と動物の絆・飼い主責任・
社会における動物の地位等、人と動物の関係が改めて問
い直されています。小動物についてはすでにいくつかの
自治体では同行避難を基本としていますが、多くの人や
動物が一つの場所に集まりますので、普段からの健康管
理、感染症（特に人と動物の共通感染症）の予防や他人
に迷惑のかからないようにしつけることは必要不可欠な
ことです。飼い主が動物への責任も社会への責任もきち
んと果たすことによって、動物は市民権をえられ、緊急
災害時にも同行避難が当たり前という社会になるのです。

　私は、人も含めたすべての動物にとってストレスは万
病の元であると思っています。今回のケア会議で、人
と動物の双方の幸せのために、社会の安全・安心のた
めに、人と動物の絆・動物の福祉に基づいた健康管理・
医療についてそれぞれのワークショップで幅広い議論
が交わされ、人と動物の心身の健康に寄与できればと
願っています。
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